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年
頭
所
感

子育て相談室　－ お気軽にご相談ください －
　

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
、大
晦
日
に
は
一
年
を
振
り
返
り
、

ま
た
、
元
旦
に
は
新
し
い
年
の
抱
負
を
述
べ

合
っ
て
、
お
互
い
の
覚
悟
を
確
か
め
合
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

年
の
暮
れ
、
飯
舘
中
の
か
な
り
の
数
の
生

徒
と
個
別
に
話
し
合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
中
学
校
を
出
た
ら
、
高
校
を
出
た
ら
、
大
学

を
出
た
ら
、
何
を
す
る
人
に
な
る
の
か
」
と
生

徒
た
ち
の
持
つ
夢
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
明
る

い
表
情
で
は
っ
き
り
と
自
分
の
生
き
方
や
夢

を
語
っ
た
生
徒
は
少
数
で
し
た
。

　

子
ど
も
に
「
こ
ん
な
人
生
を
送
り
た
い
」
と

い
う
人
生
の
夢
を
抱
か
せ
る
の
は
親
の
か
か

わ
り
方
次
第
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
幼
い
と
き

か
ら
、お
正
月
や
誕
生
日
な
ど
の
節
目
節
目
に
、

「
あ
な
た
（
君
）
は
何
に
な
り
た
い
の
か
」
と

問
う
の
が
、
子
ど
も
に
人
生
の
夢
を
抱
か
せ
る

「
魔
法
の
言
葉
」
で
す
。

　

そ
の
答
え
が
親
に
「
そ
う
な
る
と
い
い
ね
」

と
笑
顔
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、「
今
日
が
い

つ
も
と
違
う
日
に
な
る
よ
う
生
き
る
」
子
ど
も

に
育
ち
ま
す
。
年
頭
所
感
の
交
換
、
家
族
の
宝

物
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
　

飯
舘
中
学
校
お
よ
び
相
農
飯
舘
分
校

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海　

野　

和　

夫

　

生
徒
指
導
総
合
連
携
推
進
委
員
会（
庄

司
和
明
会
長
）
と
教
育
委
員
会
（
佐
藤

隆
明
委
員
長
）
で
は
、
み
ん
な
で
子
ど

も
の
夢
を
育
て
る
活
動
を
進
め
る
た
め
、

飯
舘
中
学
校
を
会
場
に
「
い
い
た
て
っ

子
夢
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

村
民
２
０
０
人
が
参
加
し
た
大
会
で

は
、
村
内
の
小
・
中
学
生
・
高
校
生
を

対
象
と
し
た
「
夢
」
に
関
す
る
作
文
の

表
彰
式
と
最
優
秀
者
の
朗
読
発
表
に
続

き
、
記
念
公
演
と
し
て
、
い
わ
き
市
出

身
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
『
阿
呆
鳥
』

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
と
夢
づ
く

り
の
実
現
の
た
め
の
大
会
宣
言
を
確
認

し
ま
し
た
。

いいたてっ子
  夢づくり推進大会

▲最優秀賞の入選者

▲優秀賞の入選者

▲佳作の入選者

　『いいたてっ子夢づくり作文』入賞者　　　（敬称略）
最優秀賞
　高　橋　凪　沙（臼石小１年）　　佳　作
　佐　藤　亮　子（臼石小６年） 　佐　藤　大　輝（飯樋小１年）
　伏　見　　　將（飯舘中１年） 　石　井　理　央（草野小２年）
　武　田　美由紀（飯舘分校１年） 　西　川　茜衣梨（草野小３年）
優秀賞 　浦　住　政　也（臼石小６年）
　高　倉　梨　紗（臼石小１年） 　高　橋　　　唯（草野小５年）
　佐　藤　和　奏（飯樋小２年） 　佐　藤　友　里（臼石小５年）
　八　巻　実　里（草野小６年） 　佐　藤　愛　理（飯舘中１年）
　中　島　美　紀（飯樋小６年） 　飯　畑　友　貴（飯舘中２年）
　木　幡　佳　奈（飯舘中２年） 　髙　橋　麻　衣（飯舘中３年）
　佐　藤　萌　子（飯舘中３年） 　佐　野　詩　織（飯舘分校１年）
　山　田　　　幸（飯舘分校１年） 　高　野　智　香（飯舘分校１年）
　佐　藤　　　務（飯舘分校３年） 　髙　橋　里　美（飯舘分校２年）
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第１回　「０歳からの食育」
　人は生まれたときから「食べる」という行為が欠かせません。「食」と
いう字は「人に良い」、「人を良くする」と書きます。身体に良いものを
楽しく食べて、「おなか」だけではなく、「心」も満たすのが食育活動です。
　村では「０歳からの食育」を中心に、健康管理士会（管理栄養士）、食
を考える会が様々な活動を展開中です。

①初めての味はお母さんの手作り離乳食で！
　（地元の素材を使ったスープ等）

② 小児生活習慣病には、

　これまで、社会保険加入者の乳幼児医療費や重度心身障害者医療費、ひとり親家庭医療費については、
患者が医療機関で支払った後で申請に基づき助成する方式（償還払い）でしたが、村では２月１日から
医療機関の窓口で無料化する方式（現物給付）に切り替えることとしました。県全域で社会保険加入者
の現物給付を実施するのは飯舘村が初めてです。ただし、県外の医療機関については従前のとおりです。
　また、ひとり親家庭医療費については、月額1,000円（世帯単位）の負担額が発生します。
　詳しくは保健福祉課福祉係へお問合わせください。（☎42-1620）

平成19年２月１日から
社会保険加入の乳幼児も「窓口無料化」

③親子で手作りおやつを作ろう！（みんなの広場での体験）

④玄米食を勉強中（食を考える会）
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を食べながら

▲お父さんも一生懸命
▲ ゴージャスなケーキが
完成しました

♥食育

シリ
ーズ　い

いたてむらの食育


